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　京都大学は1897年の創立以来、本年（2011年）で114年

にわたる歩みを重ね、自由の学風のもと闊達な対話を重

視するとともに、世界都市・京都において自主独立の精神

を涵養し、地球社会の調和ある共存に貢献すべく、質の高

い高等教育と先端的学術研究を推進してきました。

　本学は、現在、およそ5,450名の教職員、22,800名の学

生を擁し、10の学部、17の大学院研究科と専門職大学院、

加えて国内随一の多様性を誇る14の研究所、高等教育・学術研究を支える20の教育研究施

設等を有するに至っています。また、広く世界に開かれた大学として国際交流を進め、多くの

留学生、外国人研究者を受け入れるとともに、より良い教育・研究環境の整備に努め、様々な

共同研究や、ノーベル賞等の受賞者を多数輩出する優れた研究を推進しています。

　私は「学問とは真実を巡る人間関係である」と常々考えています。学問は自分一人でできる

ように思われがちですが、そうではありません。学問の成就には多くの人の力が必要です。こ

れを仏教では「縁りて起こる」という意味で「縁起」といいます。先人が営々と築きあげた業

績があり、それを継承し、授ける師に出会い、ともに研究を進める仲間やライバルとの切磋琢

磨があってこそ、文理を問わず、先端的な研究が可能となるのです。京都大学はこのような豊

饒な人間関係が美しく綾なす大学でありたいと願っています。

　現在、京都大学で行われている優れた人材を育成するための教育、真理を探究するための

研究、多様で多岐にわたる社会貢献の姿を分かりやすく皆様に紹介するため、毎年この「京都

大学概要」を発行しています。また、京都大学ホームページ（http://www.kyoto-u.ac.jp/）で

は、大学の最新情報をお届けしています。

　本冊子が皆様に京都大学をご理解いただく一つの手がかりとなれば幸いです。
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京都大学総長　松本　紘
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　京都大学は、創立以来築いてきた自由の学風を継承し、発展させつつ、
多元的な課題の解決に挑戦し、地球社会の調和ある共存に貢献するた
め、自由と調和を基礎に、ここに基本理念を定める。

研　究
1. 京都大学は、研究の自由と自主を基礎に、高い倫理性を備えた研究活
動により、世界的に卓越した知の創造を行う。

2. 京都大学は、総合大学として、基礎研究と応用研究、文科系と理科系の
研究の多様な発展と統合をはかる。

教　育
3. 京都大学は、多様かつ調和のとれた教育体系のもと、対話を根幹として
自学自習を促し、卓越した知の継承と創造的精神の涵養につとめる。

4. 京都大学は、教養が豊かで人間性が高く責任を重んじ、地球社会の調
和ある共存に寄与する、優れた研究者と高度の専門能力をもつ人材を
育成する。

社会との関係
5. 京都大学は、開かれた大学として、日本および地域の社会との連携を強
めるとともに、自由と調和に基づく知を社会に伝える。

6. 京都大学は、世界に開かれた大学として、国際交流を深め、地球社会の
調和ある共存に貢献する。

運　営
7. 京都大学は、学問の自由な発展に資するため、教育研究組織の自治を
尊重するとともに、全学的な調和をめざす。

8. 京都大学は、環境に配慮し、人権を尊重した運営を行うとともに、社会
的な説明責任に応える。

京都大学の基本理念

ご 挨 拶目 次 ・ 基 本 理 念

　京都大学の初代総長木下廣次は、履修科目の選択肢を広げるなど、学生の自主性
を尊重した教育方針を採用したことで知られている。京都大学創立後最初の入学宣
誓式において、木下は「大学学生に在りては自重自敬を旨とし以て自立独立を期せざ
るべからず」と述べている。
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